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未来共生学  第 6 号4

評価において、本プログラムは「A」評価を獲得した。来年度から、未
来共生プログラムの運営は人間科学研究科に移管され、大阪大学本部
からの財政的支援を受けつつ、プログラムを継続していくことになる。
　この節目の時期に刊行される『未来共生学』本号には、「未来共生学の
到達点と課題」というテーマのもとに、運営統括会議メンバーによる座
談会と、運営にかかわってきた特任教員、さらにプログラム履修生た
ちが執筆したエッセイを収録した。本プログラムと直接のかかわりの
ない読者の皆さんにも、未来共生という理想の実現を目指す試行錯誤
の過程と現時点での到達点をご理解いただけるのではないかと考えて
いる。
　さて、これまでの体裁で刊行されるジャーナルは今号が最後になる。
この機会に、編集委員会委員の先生方、第4号と第5号の編集委員長を
務めてくださった脇阪紀行先生、編集事務局の重責を担ってくださっ
た今井貴代子助教、および本ジャーナルの刊行にかかわったすべての
方々に厚く御礼申しあげたい。
　本プログラムの人間科学研究科への移管に伴い、本ジャーナルの編
集も、同研究科の未来共創センターが担うことになる。現在、編集委
員である渥美公秀教授を編集委員長とする新体制のもとで、『未来共生
学』は新たなかたちで継続して発刊される予定である。
　未来共生を構想し、実現するための試行錯誤は、これからも続く。

　　2019年3月4日
『未来共生学』編集委員会委員長
大阪大学大学院人間科学研究科
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